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岑
信
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伝
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狩
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格
に
関
す
る
一
考
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介
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﨑
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は
じ
め
に

　

本
稿
で
は
、
狩
野
随
川
岑
信
「
曽
我
物
語
図
屏
風
」（
馬
の
博
物
館
蔵
、
図
一
）

を
取
り
扱
う
。
馬
の
博
物
館
で
は
本
作
を
含
め
て
「
曽
我
物
語
図
屏
風
」
を
二

点
所
蔵
す
る
。
本
稿
で
は
、
先
に
収
蔵
し
た
「
曽
我
物
語
図
屏
風
」
を
馬
博
甲

本
（
図
二
）、
後
に
収
蔵
し
た
本
作
を
馬
博
乙
本
と
呼
称
す
る（

（
（

。
作
者
の
狩
野
随

川
岑
信
（
寛
文
二
年
―
宝
永
五
年
〔
一
六
六
二
―
一
七
〇
九
〕）
は
狩
野
派
に
四

つ
あ
っ
た
奥
絵
師
家
系
の
一
つ
で
あ
る
浜
町
狩
野
家
の
家
祖
で
あ
る
。
岑
信
の

現
存
作
例
は
、「
七
福
神
図
」（
板
橋
区
立
美
術
館
）
や
、
常
信
、
周
信
と
合
作

の
「
六
義
園
図
巻
」（
郡
山
城
跡
・
柳
沢
文
庫
保
存
会
）
等
が
知
ら
れ
る
。
し
か
し
、

岑
信
の
画
風
や
画
業
等
に
つ
い
て
の
ま
と
ま
っ
た
論
考
は
な
い
。
そ
こ
で
、「
曽

我
物
語
図
屏
風
」
に
つ
い
て
論
じ
る
と
と
も
に
、
岑
信
の
伝
記
に
つ
い
て
考
察

す
る
。
後
述
す
る
通
り
、
岑
信
は
元
禄
期
に
後
の
六
代
将
軍
家
宣
に
重
用
さ
れ

て
お
り
、
宝
永
四
年
（
一
七
〇
七
）
に
は
狩
野
派
の
総
上
席
と
な
っ
て
い
る
。

い
わ
ば
、
当
代
を
代
表
す
る
絵
師
で
あ
る
。
本
作
は
、
岑
信
の
代
表
作
と
言
え

る
も
の
で
、
元
禄
か
ら
宝
永
年
間
の
最
高
峰
の
作
品
と
評
価
出
来
る
。

　

岑
信
が
総
上
席
と
な
っ
た
事
は
、
狩
野
家
の
幕
府
内
で
の
家
格
が
定
ま
っ
て

い
く
中
で
ひ
と
つ
の
起
点
と
な
る
出
来
事
と
言
え
る
。
し
か
し
、
浜
町
狩
野
家

は
岑
信
の
没
後
、
岑
信
が
得
た
待
遇
を
維
持
出
来
な
か
っ
た
。
浜
町
狩
野
家
の

家
格
の
変
動
に
つ
い
て
論
じ
る
事
は
、
狩
野
派
に
お
け
る
各
家
系
の
家
格
に
よ

る
序
列
等
の
組
織
構
造
が
定
ま
っ
て
い
く
過
程
を
考
え
る
上
で
重
要
で
あ
る
。

そ
の
た
め
、
本
稿
で
は
浜
町
狩
野
家
の
家
格
変
動
と
狩
野
派
の
構
造
の
確
立
に

つ
い
て
も
述
べ
る
事
と
す
る
。

一
．
狩
野
岑
信
「
曽
我
物
語
図
屏
風
」
に
つ
い
て

　

六
曲
一
双
、
各
一
六
五
．
八
×
三
五
八
．
八
㎝
、
大
ぶ
り
の
本
間
屏
風
で
あ
る
。

紙
本
著
色
で
、
画
面
の
上
下
等
に
金
雲
と
金
砂
子
が
施
さ
れ
る
。
絵
具
の
調
子

狩
野
岑
信
の
伝
記
と
浜
町
狩
野
家
の
家
格
に
関
す
る
一
考
察

　
　
　
　
―
「
曽
我
物
語
図
屏
風
」（
馬
の
博
物
館
蔵
）
の
紹
介
を
兼
ね
て
―

柏
　
﨑
　
　
　
諒
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図
一
　
狩
野
随
川
岑
信
　
曽
我
物
語
図
屏
風
（
馬
博
乙
本
）

左
隻
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右
隻
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図
二
　
曽
我
物
語
図
屏
風
（
馬
博
甲
本
）

左
隻
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図四　馬博乙本　部分図八　馬博乙本　部分

図六　馬博乙本　部分

図五　馬博乙本　部分

図三　馬博乙本　落款印章

図九　馬博乙本　部分

図七　馬博乙本　部分
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は
よ
く
、
緑
青
を
大
胆
に
使
用
し
て
い
る
。
松
の
葉
や
山
野
に
潜
む
動
物
を
小

さ
く
書
き
込
む
等
、
細
か
い
と
こ
ろ
ま
で
行
き
届
い
た
作
品
で
あ
る
。
こ
れ
ら

の
事
か
ら
、
大
名
や
幕
府
等
の
求
め
に
応
じ
て
制
作
さ
れ
た
作
品
と
推
察
さ
れ
る
。

両
隻
に
は
、「
狩
野
随
川
岑
信
筆
」
の
落
款
と
朱
文
方
印
が
施
さ
れ
る
が
、
印
付

が
不
充
分
で
印
文
は
判
読
出
来
な
い
（
図
三
）。

　

こ
こ
か
ら
は
、「
曽
我
物
語
」
及
び
「
曽
我
物
語
図
」
に
つ
い
て
の
先
行
研
究（

（
（

を
参
照
し
、
馬
博
乙
本
に
描
か
れ
た
曽
我
物
語
の
各
場
面
に
つ
い
て
述
べ
る
。

そ
の
上
で
、
曽
我
物
語
図
屏
風
の
場
面
設
定
や
図
様
選
択
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ

た
井
澤
英
理
子
氏
の
論
考
（
（
（

を
参
考
に
、
馬
博
乙
本
の
場
面
選
択
に
つ
い
て
論
ず
る
。

　
「
曽
我
物
語
」
は
、
建
久
四
年
（
一
一
九
三
）
に
源
頼
朝
が
富
士
山
麓
で
行
っ

た
巻
狩
に
お
い
て
曽
我
十
郎
祐
成
と
五
郎
時
致
の
兄
弟
が
、
父
河
津
三
郎
祐
通
の

仇
で
あ
る
工
藤
祐
経
を
討
っ
た
と
言

う
史
実
に
基
づ
い
て
作
ら
れ
た
英
雄

伝
記
物
語
で
あ
る
。
馬
博
乙
本
に
見

ら
れ
る
よ
う
な
、
右
隻
に
富
士
巻
狩
、

左
隻
に
曽
我
兄
弟
の
夜
討
を
描
く
六

曲
一
双
形
式
の
曽
我
物
語
図
屏
風
は
、

桃
山
時
代
に
あ
る
程
度
整
っ
た
形
式

と
さ
れ
る
。
こ
の
形
式
の
現
存
作
例

の
中
で
最
も
早
い
時
期
に
描
か
れ
た

と
さ
れ
る
の
は
、
土
佐
光
吉
「
曽
我

物
語
図
屏
風
」（
鳥
取
・
渡
辺
美
術

館
）
（
（
（

で
、
十
七
世
紀
初
頭
の
制
作
と

考
え
ら
れ
て
い
る
。
な
お
馬
博
甲
本
も
、
こ
の
形
式
で
描
か
れ
る
曽
我
物
語
図
屏

風
の
一
例
と
言
う
事
が
出
来
、
制
作
時
期
は
十
七
世
紀
中
頃
が
想
定
さ
れ
る
。

　

右
隻
の
第
一
扇
と
第
二
扇
に
か
け
て
画
面
上
部
に
源
頼
朝
一
行
（
図
四
）、
第
一

扇
の
下
部
に
は
畠
山
重
保
と
梶
原
景
季
の
鹿
争
い
（
図
五
）
を
描
く
。
第
二
扇
か

ら
第
五
扇
の
中
部
か
ら
下
部
に
か
け
て
は
弓
矢
を
手
に
騎
乗
し
た
武
士
達
が
獲
物

を
追
う
様
子
が
広
が
る
。

第
四
扇
上
部
に
は
富
士

山
を
配
し
、
そ
の
裾
野

に
騎
馬
の
ま
ま
崖
に
登
っ

て
し
ま
っ
た
た
め
往
生

す
る
葛
西
清
重
（
図
六
）

を
、
そ
の
下
方
に
は
大

猪
を
退
治
す
る
新
田
忠

綱
（
図
七
）
を
描
く
。

ま
た
、
第
六
扇
の
画
面

下
部
に
は
、
工
藤
祐
経

を
討
と
う
と
し
て
落
馬

す
る
十
郎
祐
成
と
兄
に

駆
け
寄
る
五
郎
時
致
の

姿
が
（
図
八
）、
そ
の
上

部
に
は
兄
弟
を
見
守
る

畠
山
重
忠
と
和
田
義
盛

（
図
九
）
が
見
え
る
。
他

図十　馬博乙本　部分

図十一　馬博乙本　部分



四　校

38

の
曽
我
物
語
図
屏
風
で
は
あ
ま
り
描
か
れ
な
い
、
崖
縁
に
立
つ
葛
西
清
重
を
大
き

く
取
り
上
げ
る
点
が
特
徴
と
言
え
る
。
ま
た
、
鹿
争
い
も
描
か
れ
る
事
が
少
な
い

場
面
で
あ
る
。
一
方
で
、
頼
朝
一
行
や
大
猪
を
退
治
す
る
新
田
忠
綱
、
仇
討
に
失

敗
し
落
馬
す
る
十
郎
祐
成
、
仇
討
を
見
守
る
畠
山
重
忠
と
和
田
義
盛
等
は
、
多
く

の
曽
我
物
語
図
屏
風
の
場
面
選
択
と
共
通
し
て
い
る
。

　

左
隻
の
第
一
扇
上
部
に
工
藤
祐
経
に
斬
り
付
け
る
十
郎
祐
成
（
図
十
）
を
描
く
。

第
一
扇
か
ら
第
三
扇
の
画
面
下
部
に
十
番
斬
り
の
場
面
を
異
時
同
図
法
で
描
き
（
図

十
一
）、
第
四
扇
下
部
に
は
曽
我
兄
弟
の
来
襲
に
よ
る
混
乱
が
表
さ
れ
て
い
る
。
第
四

扇
上
部
に
は
五
郎
丸
に
捉
え
ら
れ
る
五
郎
時
致
（
図
十
二
）、
第
五
扇
の
中
程
に
は

応
戦
し
よ
う
と
鎧
を
着
込
む
頼
朝
と
そ
れ
を
制
止
す
る
一
法
師
丸
（
図
十
三
）
を
描
く
。

第
五
扇
か
ら
第
六
扇
の
画
面
下
部
に
は
五
郎
時
致
が
頼
朝
の
前
に
召
し
出
さ
れ
る
場

面
（
図
十
四
）、
そ
の
上
部
に
は
五
郎
時
致
の
処
刑
の
場
面
（
図
十
五
）
を
配
す
。

　

他
の
曽
我
物
語
図
屏
風
と
比
較
し
た
場
合
、
右
隻
に
お
い
て
は
場
面
選
択
に
大

き
な
異
同
は
な
い
と
言
え
る
が
、
左
隻
は
大
き
く
趣
が
異
な
る
。
曽
我
物
語
図
屏

風
の
左
隻
で
は
、
馬
の
湯
洗
い
や
庭
乗
り
（
図
十
六
）、
工
藤
祐
経
の
屋
形
に
招

か
れ
る
十
郎
祐
成
（
図
十
七
）、
あ
る
い
は
曽
我
兄
弟
と
別
れ
て
帰
路
に
つ
く
従

者
（
図
十
八
）
と
言
っ
た
、
夜
討
に
至
る
ま
で
の
前
段
階
の
場
面
か
ら
始
ま
る
の

が
通
例
で
あ
る
。
し
か
し
馬
博
乙
本
で
は
、
十
郎
祐
成
が
工
藤
祐
経
を
斬
る
場
面

か
ら
五
郎
時
致
の
処
刑
ま
で
の
、
曽
我
兄
弟
の
仇
討
の
み
に
場
面
を
限
っ
て
い
る
。

た
だ
し
、
通
常
は
左
隻
に
描
か
れ
る
、
食
料
を
入
れ
た
長
持
が
曽
我
兄
弟
に
差
し

図十二　馬博乙本　部分

図十四　馬博乙本　部分

図十三　馬博乙本　部分

図十五　馬博乙本　部分
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入
れ
ら
れ
る
場
面
は
直
接
的
に
は
描
か
れ
な
い
も
の
の
、
右
隻
の
第
六
扇
の
上
部

に
長
持
を
運
ぶ
一
行
（
図
十
九
）
が
描
か
れ
、
こ
の
場
面
を
想
起
さ
せ
る
。

　

ま
た
、
通
例
で
は
描
か
れ
る
事
の
少
な
い
、
葛
西
清
重
や
鹿
争
い
は
、
曽
我

物
語
図
屏
風
の
複
数
あ
る
出
典
の
内
、
流
布
本
と
称
さ
れ
る
仮
名
十
二
行
本
「
曽

我
物
語
」
に
の
み
書
か
れ
る
場
面
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
右
隻
第
二
扇
上
部
の
二

人
の
遊
女
も
流
布
本
に
の
み
見
ら
れ
る
場
面
で
、
曽
我
物
語
図
屏
風
に
描
か
れ

る
例
は
や
は
り
少
な
い
。

　

本
作
の
制
作
年
代
は
、
岑
信
の
活
動
期
で
あ
る
元
禄
か
ら
宝
永
年
間
、
十
七

世
紀
末
か
ら
十
八
世
紀
初
頭
と
考
え
ら
れ
、
先
に
挙
げ
た
も
の
や
井
澤
氏
が
取

り
上
げ
ら
れ
た
多
く
の
作
例
よ
り
年
代
が
下
る
。
十
七
世
紀
中
頃
ま
で
の
作
例

に
は
な
か
っ
た
流
布
本
に
の
み
あ
る
場
面
の
挿
入
や
、
曽
我
兄
弟
の
仇
討
の
前

段
階
の
場
面
を
排
す
点
等
は
、
岑
信
に
よ
る
新
た
な
曽
我
物
語
図
屏
風
の
構
成
だ
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。

二
．
狩
野
岑
信
に
つ
い
て

　

本
項
で
は
、『
古
画
備
考
』（

（
（

及
び
『
東
洋
美
術
大
観
』
第
五
冊
（
（
（

を
参
照
し
な

が
ら
、
狩
野
随
川
岑
信
の
伝
記
に
つ
い
て
整
理
し
た
い
。
そ
の
上
で
、
岑
信
没

図十六　馬博甲本　部分

図十八　馬博甲本　部分

図十七　馬博甲本　部分

図十九　馬博乙本　部分
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後
の
浜
町
狩
野
家
の
家
格
の
変
動
に
つ
い
て
も
論
じ
る
。
後
述
の
通
り
、
岑
信

は
「
狩
野
總
上
席
」、
つ
ま
り
狩
野
派
の
最
上
位
と
さ
れ
た
。
尾
本
師
子
氏
は
、

家
宣
が
御
絵
師
（
（
（

た
ち
の
俸
禄
を
見
直
す
事
で
、
そ
の
序
列
の
整
備
を
行
っ
た
と

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
際
に
、
狩
野
派
内
の
各
家
系
の
身
分
序
列
と
家
格
は
一
応

定
ま
っ
た
と
言
う
（
（
（

。
岑
信
が
狩
野
総
上
席
と
さ
れ
た
の
は
、
こ
の
身
分
序
列
の

整
理
と
関
連
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
岑
信
没
後
の
浜
町
狩
野
家

は
こ
の
位
置
を
維
持
し
て
い
な
い
。
狩
野
派
内
の
身
分
序
列
が
定
ま
る
過
程
に

お
け
る
浜
町
狩
野
家
の
家
格
変
動
に
つ
い
て
論
じ
る
事
で
、
狩
野
派
の
組
織
構

造
に
つ
い
て
考
察
す
る
一
助
と
し
た
い
。

　

ま
ず
は
、『
古
画
備
考
』、『
東
洋
美
術
大
観
』
の
記
述
を
整
理
す
る
。
な
お
、

『
東
洋
美
術
大
観
』
に
は
、
木
挽
町
狩
野
家
十
代
目
の
勝
川
院
雅
信
（
文
政

六
年
―
明
治
十
二
年
〔
一
八
二
三
―
一
八
七
九
〕）
の
子
で
あ
る
狩
野
謙
柄
（
（
（

と

浜
町
狩
野
家
八
代（

（1
（

董
川
中
信
（
文
化
八
年
（
（1
（

―
明
治
四
年
〔
一
八
一
一
―
一
八
七
一
〕）

の
子
で
あ
る
春
川
友
信
（
天
保
十
四
年
―
明
治
四
十
五
年
〔
一
八
四
三
―

一
九
一
二
〕）
か
ら
の
伝
聞
が
散
見
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
伝
聞
は
、
典
拠
と
す
る

文
献
資
料
等
は
示
さ
れ
ず
、
両
者
に
よ
る
口
伝
を
記
述
し
て
い
る
と
考
え
ら

れ
る
。
岑
信
の
没
後
二
百
年
近
く
た
っ
て
の
口
伝
で
あ
り
、
他
の
伝
記
と
整

合
性
が
と
れ
な
い
部
分
が
多
い
。
そ
の
た
め
、
岑
信
の
『
古
画
備
考
』
及
び

『
東
洋
美
術
大
観
』
に
記
さ
れ
る
画
業
を
概
観
し
た
後
に
、
こ
れ
ら
の
伝
聞
に

つ
い
て
考
察
す
る
。

　
『
古
画
備
考
』
の
「
浜
町
系
図
」
に
は
、
岑
信
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
記
述

す
る
。

常
信
二
男

随
川
岑み
ね

信　

初
名
吉
之
助　

主
税

母
狩
野
安
信
女

宝
永
四
年
十
一
月

文
昭
院
様
御
直
ニ
松
本
ト
苗
字
被
下
置
友
盛
ト
称
ス
高
二
百
俵
七
人

扶
持

同
五
年
十
二
月
三
日
病
死
年
四
十
七

覚
樹
院
岑
信
日
量

『
東
洋
美
術
大
観
』
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

濱
町
家
は
木
挽
町
家
の
支
出
に
し
て
、
常
信
の
次
子
狩
野
謙
柄
曰
、
養
子
、

周
信
出
生
後
別
家
せ
し
む 

岑

信
を
祖
と
す
。
岑
信
初
名
吉
之
助
、
又
主
税
、
系
圖
一
本
、

又
曰
稱
織
部 

後
姓
名
を
松
本

友
盛
盛
一
に
清

に
作
る

 

と
改
め
、
後
随
川
と
稱
し
、
友
信
翁
の

談
に
依
る 

覺
柳
齋
と
號
す
。
狩
野
家

五
家
譜

竹
川
町
狩
野
家
（
後
の
木
挽
町
狩
野
家
）
二
代
目
の
常
信
（
寛
永
十
三
年
―
正

徳
三
年
〔
一
六
三
六
―
一
七
一
三
〕）
と
、
そ
の
妻
で
あ
る
安
信
の
娘
の
次
男
と

し
て
寛
文
二
年
（
一
六
六
二
）
に
生
ま
れ
る
。
兄
に
竹
川
町
狩
野
家
三
代
目
当

主
の
如
川
周
信
（
万
治
三
年
―
享
保
十
三
年
〔
一
六
六
〇
―
一
七
二
八
〕）、
弟

に
岑
信
の
跡
を
継
い
で
浜
町
狩
野
家
二
代
目
当
主
と
な
る
随
川
甫
信
（
元
禄
九

年
―
延
享
二
年
〔
一
六
九
六
―
一
七
四
五
〕）
が
い
る
。
幼
名
は
吉
之
助
あ
る
い

は
主
税
。
ま
た
、
織
部
と
称
し
た
と
す
る
系
図
も
あ
る
と
言
う
。
号
は
随
川
の

ほ
か
、
覚
柳
斎
が
あ
っ
た
。
後
述
の
事
情
に
よ
り
、
松
本
友
盛
と
改
名
し
た
と
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さ
れ
る
が
、
友
盛
を
友
清
と
す
る
画
伝
も
あ
る（

（1
（

。

　
『
東
洋
美
術
大
観
』
に
は
、
岑
信
の
年
譜
が
記
載
さ
れ
る（

（1
（

。
年
譜
に
よ
れ
ば
、

元
禄
元
年
（
一
六
八
八
）
に
甲
府
藩
主
で
後
の
徳
川
六
代
将
軍
家
宣
（
文
昭
院
様
）

に
召
し
出
さ
れ
、
御
画
御
用
を
勤
め
る
。
同
三
年
十
五
人
扶
持
を
下
し
置
か
れ
る
。

宝
永
元
年
（
一
七
〇
四
）
に
は
、
家
宣
の
江
戸
城
西
の
丸
入
城
に
従
う
。
同
四

年
に
は
、
西
の
丸
土
圭
の
間
番
を
仰
せ
付
け
ら
れ
、
切
米
百
俵
、
役
料
五
十
俵
、

金
六
十
両
、
時
服
を
下
し
置
か
れ
る
。
ま
た
、
こ
の
と
き
松
本
氏
を
賜
る
と
言
う
。

岑
信
を
寵
愛
し
た
家
宣
は
、
岑
信
に
松
平
氏
を
下
さ
れ
る
よ
う
考
え
た
。
し
か
し
、

松
平
は
恐
れ
多
い
と
考
え
た
岑
信
は
、
松
平
氏
を
辞
退
し
て
松
本
氏
を
賜
り
、

随
川
を
友
盛
と
改
め
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
岑
信
は
「
狩
野
總
上
席
」
と
な
っ
た（

（1
（

。

同
五
年
に
奥
医
師
並
と
な
り
切
米
百
俵
、
七
人
扶
持
加
増
に
よ
り
、
二
百
俵
七

人
扶
持
と
な
る
。
同
年
十
二
月
に
病
死
、
享
年
四
十
七
。

　

な
お
岑
信
の
改
名
に
つ
い
て
は
、『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』（

（1
（

等
に
も
記
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
、『
古
画
備
考
』
及
び
『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
に
は
、
浜
町
狩
野
家

三
代
目
の
常
川
幸
信
（
享
保
二
年
―
明
和
七
年
〔
一
七
一
七
―
一
七
七
〇
〕）
の

項
に
常
川
幸
信
が
家
督
相
続
か
ら
約
十
ヶ
月
後
の
延
享
三
年
（
一
七
四
六
）
七

月
二
十
六
日
に
松
本
か
ら
狩
野
へ
と
姓
を
復
し
た
と
す
る（

（1
（

。
し
か
し
、「
松
本
友
盛
」

と
言
う
落
款
印
章
の
あ
る
作
品
や
、
浜
町
狩
野
家
二
代
目
の
随
川
甫
信
、
三
代

目
の
常
川
幸
信
の
作
品
等
に
、
松
本
姓
あ
る
い
は
狩
野
姓
が
款
さ
れ
た
も
の
は

今
の
と
こ
ろ
見
出
せ
な
い
。
そ
の
た
め
、
松
本
姓
の
使
用
の
実
態
に
つ
い
て
は

判
然
と
し
な
い
。

　　

こ
こ
か
ら
は
、『
東
洋
美
術
大
観
』
に
記
さ
れ
る
狩
野
謙
柄
、
春
川
友
信
の
伝

聞
の
内
容
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
た
い
。

　
・
常
信
の
次
子
狩
野
謙
柄
曰
、
養
子
、

周
信
出
生
後
別
家
せ
し
む

　　

画
伝
類
で
は
常
信
の
次
男
と
す
る
岑
信
を
、
謙
柄
は
養
子
と
す
る
。
実
子
で

あ
る
周
信
出
生
に
伴
い
、
そ
れ
ま
で
養
子
で
あ
っ
た
岑
信
を
別
家
さ
せ
た
と
言
う
。

周
信
の
生
年
は
万
治
三
年
（
一
六
六
〇
）、
岑
信
は
寛
文
二
年
（
一
六
六
二
）
で

あ
る
。
周
信
の
出
生
に
伴
っ
て
岑
信
を
別
家
さ
せ
た
の
で
あ
れ
ば
、
岑
信
が
周

信
よ
り
年
長
と
言
う
事
に
な
る
。
そ
の
た
め
、
こ
の
生
年
に
基
づ
け
ば
、
岑
信

の
養
子
説
は
成
立
し
な
い
。

　
・
後
姓
名
を
松
本
友
盛
盛
一
に
清

に
作
る    

と
改
め
、
後
随
川
と
稱
し
、
友
信
翁
の

談
に
依
る

　　

春
川
友
信
は
、松
本
友
盛
と
改
名
し
た
後
に
随
川
と
称
し
た
と
す
る
。
一
方
、『
古

画
備
考
』
の
岑
信
の
項
で
は
、
随
川
を
友
盛
と
改
め
た
と
し
、
改
名
の
順
序
が

異
な
っ
て
い
る
。
狩
野
か
ら
松
本
へ
と
改
め
た
後
に
随
川
と
称
し
た
の
で
あ
れ
ば
、

狩
野
姓
と
随
川
の
号
は
同
時
に
使
用
し
て
い
な
い
事
に
な
る
。
し
か
し
、
本
作

の
落
款
に
は
「
狩
野
随
川
岑
信
」
と
あ
る
。
松
本
姓
を
賜
っ
た
後
も
狩
野
姓
を

用
い
た
可
能
性
も
否
定
出
来
な
い
が
、
狩
野
姓
と
随
川
の
号
を
同
時
に
用
い
て

い
た
事
が
わ
か
る
。
た
だ
し
、
先
述
し
た
よ
う
に
岑
信
の
改
名
に
つ
い
て
は
判

然
と
し
な
い
点
が
多
い
。
そ
の
た
め
、
現
段
階
で
こ
の
記
述
に
つ
い
て
詳
細
な

検
討
を
加
え
る
事
は
避
け
た
い
。
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・
狩
野
友
信
翁
曰
く
。
御
小
姓
に
召
出
さ
れ
る
。

　

元
禄
元
年
（
一
六
八
八
）
に
桜
田
御
殿
に
召
し
出
さ
れ
た
と
す
る
系
譜
の
記

述
に
書
き
添
え
ら
れ
て
い
る
。
春
川
友
信
は
岑
信
が
こ
の
際
に
家
宣
の
小
姓
と
な
っ

た
と
す
る
が
、
他
の
画
伝
類
に
は
こ
れ
に
類
す
る
記
述
は
見
出
せ
て
い
な
い
。『
古

画
備
考
』
の
岑
信
の
項
に
は
「
十
五
六
歳
の
比
甲
府
様
へ
十
五
人
扶
持
ニ
て
御

伽
ニ
出
」
と
あ
る
。
岑
信
が
ど
の
よ
う
な
身
分
で
家
宣
に
仕
え
る
よ
う
に
な
っ

た
の
か
は
判
然
と
し
な
い
が
、
元
禄
元
年
に
召
し
出
さ
れ
、
家
宣
の
側
近
く
に

仕
え
る
事
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

・
友
信
翁
曰
く
。
家
宣
公
將
軍
宣
下
の
後
、
剃
髪
し
て
秩
祿
を
賜
は
る
。
二
百

俵
貳
拾
人
扶
持
。
兩
國
廣
小
路
横
山
町
に
於
い
て
、
町
屋
鋪
貳
百
五
拾
坪
拜
領
。

御
醫
師
並
奥
繪
師
被
二
仰
付
一
。

　　

奥
医
師
並
を
仰
せ
付
か
っ
た
事
と
二
百
俵
七
人
扶
持
へ
加
増
さ
れ
た
記
事
に

附
記
さ
れ
る
。
春
川
友
信
曰
く
と
し
て
、
家
宣
の
将
軍
宣
下
の
後
、
岑
信
が
剃

髪
し
、
二
百
俵
二
十
人
扶
持
を
賜
っ
た
事
、
両
国
広
小
路
横
山
町
に
二
百
五
十

坪
の
町
屋
敷
を
拝
領
し
た
事
、
御
医
師
並
奥
絵
師
を
仰
せ
付
け
ら
れ
た
事
が
書

か
れ
る
。
家
宣
の
将
軍
宣
下
は
宝
永
六
年
（
一
七
〇
九
）
で
、
岑
信
は
そ
の
前

年
に
没
し
て
い
る
。
そ
れ
故
、
い
ず
れ
の
記
述
に
つ
い
て
も
、
内
容
の
正
誤
は

別
に
し
て
も
時
期
が
異
な
る
。
こ
れ
ら
の
記
述
が
事
実
だ
と
す
れ
ば
、
そ
の
時

期
は
宝
永
元
年
の
家
宣
の
江
戸
城
西
の
丸
入
城
か
ら
岑
信
が
宝
永
五
年
に
没
す

る
間
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
剃
髪
に
つ
い
て
は
、
岑
信
が
僧
位
の
叙
任
を
受

け
た
記
録
は
見
出
せ
ず
、
結
髪
や
総
髪
で
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る（

（1
（

。

　
「
二
百
俵
貳
拾
人
扶
持
」
と
あ
る
事
に
つ
い
て
は
、『
古
画
備
考
』
及
び
『
東

洋
美
術
大
観
』
に
は
二
百
俵
七
人
扶
持
、『
狩
野
五
家
譜
』
（
（1
（

に
は
二
百
俵
十
五
人

扶
持
と
あ
る
。
細
か
い
数
字
の
違
い
は
あ
る
が
、
岑
信
の
俸
禄
は
二
百
俵
余
り

で
あ
っ
た
事
に
な
る
。
な
お
『
古
画
備
考
』
に
は
、
岑
信
か
ら
六
代
後
の
友
川

助
信
（
文
化
七
年
（
（1
（

―
天
保
二
年
〔
一
八
一
〇
―
一
八
三
一
〕）
の
項
に
「
高
弐
百

俵
七
人
扶
持
」
と
、
二
百
俵
七
人
扶
持
を
頂
戴
し
て
い
た
事
が
記
さ
れ
る
た
め
、

友
川
助
信
の
代
ま
で
は
扶
持
の
相
続
が
行
わ
れ
た
事
が
推
察
出
来
る
。
ま
た
、

岑
信
が
屋
敷
を
拝
領
し
て
い
た
と
す
る
事
は
不
自
然
で
は
な
い
が
、
こ
の
伝
聞

以
外
に
岑
信
の
屋
敷
拝
領
に
関
わ
る
文
献
資
料
は
見
出
せ
て
い
な
い
。

　

さ
ら
に
春
川
友
信
は
、「
御
醫
師
並
奥
繪
師
被
二
仰
付
一
」
と
、
御
医
師
並
に
し

て
奥
絵
師
と
な
っ
た
と
す
る
。
し
か
し
、『
東
洋
美
術
大
観
』
の
岑
信
の
年
譜
で

は
「
同
（
宝
永
：
筆
者
註
）
五
戌
子
年
六
月
廿
九
日　

奥
御
醫
師
並
被
二
仰
付
一
」
と
、

御
医
師
並
で
は
な
く
奥
医
師
並
を
仰
せ
付
け
ら
れ
た
と
す
る
。『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』

に
も
同
様
に
、「（
宝
永
：
筆
者
註
）
五
年
六
月
二
十
九
日
西
城
の
奥
醫
に
准
ぜ
ら
れ
」

と
あ
る
。
そ
の
た
め
、
岑
信
が
仰
せ
付
け
ら
れ
た
の
は
、
御
医
師
並
で
は
な
く
、

奥
医
師
並
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
御
医
師
並
と
奥
医
師
並
の
違
い
に
つ
い
て

は
次
項
で
触
れ
る
事
と
す
る
。
な
お
、
俸
禄
が
二
百
俵
余
り
に
な
る
の
も
、
奥
医

師
並
と
な
る
の
も
、
先
述
の
通
り
、
宝
永
五
年
（
一
七
〇
八
）
で
あ
る
。

　

奥
絵
師
を
仰
せ
付
か
っ
た
と
す
る
伝
聞
に
つ
い
て
は
、
奥
絵
師
と
言
う
用
語

が
い
つ
か
ら
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
か
は
判
然
と
せ
ず
、
岑
信
存
命
中
に

は
奥
絵
師
と
言
う
用
語
自
体
が
な
か
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
本
稿

で
は
岑
信
が
奥
絵
師
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
と
言
う
点
に
つ
い
て
は
言
及
し
な
い
。
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三
．
浜
町
狩
野
家
の
家
格
に
つ
い
て

　

こ
こ
で
は
、
御
絵
師
の
身
分
や
格
式
の
序
列
の
形
成
過
程
に
つ
い
て
述
べ
ら

れ
た
尾
本
氏
や
江
口
恒
明
氏
の
論
考
（
（2
（

を
参
照
し
つ
つ
、
岑
信
が
狩
野
総
上
席
と

さ
れ
た
事
に
つ
い
て
改
め
て
述
べ
る
。
そ
の
上
で
、
浜
町
狩
野
家
の
代
々
の
家

格
や
職
格
等
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
尾
本
氏
や
江
口
氏
は
、
将
軍
へ
の
拝
礼
時

の
席
次
で
あ
る
御
礼
席
が
身
分
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
て
い
た
と
さ
れ
る
。
御
絵

師
の
序
列
を
形
成
す
る
に
際
し
て
、
御
絵
師
に
法
眼
等
の
僧
位
や
医
師
の
職
格

を
与
え
る
事
に
よ
り
御
礼
席
を
上
昇
す
る
事
が
行
わ
れ
た
と
言
う
（
（2
（

。
僧
位
や
、

御
医
師
並
、
奥
医
師
並
と
言
っ
た
医
師
と
同
等
の
格
を
与
え
る
事
で
、
御
礼
席

に
お
い
て
医
師
の
席
に
列
せ
ら
れ
る
よ
う
に
し
た
の
で
あ
る
。
絵
師
を
医
師
に

準
じ
た
扱
い
に
す
る
事
に
よ
り
、
諸
職
人
や
御
用
達
商
人
等
と
し
て
扱
わ
れ
て

い
た
絵
師
の
身
分
を
上
昇
さ
せ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
対
応
は
、

幕
府
の
体
制
に
絵
師
へ
与
え
る
べ
き
役
職
が
存
在
し
な
か
っ
た
た
め
の
も
の
で

あ
ろ
う
。

　

探
幽
や
安
信
等
は
、
僧
位
を
得
る
事
で
同
じ
僧
位
を
持
つ
御
医
師
の
末
席
に

列
す
る
事
が
出
来
る
よ
う
に
な
る
。
一
方
、
岑
信
が
奥
医
師
並
と
さ
れ
た
事
に

つ
い
て
、
尾
本
氏
は
「
新
し
く
召
抱
え
た
家
の
絵
師
を
、
僧
位
を
持
た
ぬ
ま
ま
、

狩
野
家
の
上
位
に
位
置
付
け
る
た
め
の
措
置
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
」
と
さ
れ

て
い
る
。
僧
位
を
得
る
に
は
、
一
定
年
数
の
御
用
を
勤
め
る
必
要
が
あ
っ
た
。

新
し
く
召
し
抱
え
ら
れ
た
岑
信
は
僧
位
を
得
ら
れ
な
い
た
め
、
奥
医
師
並
と
さ

れ
る
事
で
身
分
が
上
昇
し
た
。
奥
医
師
は
、
二
百
俵
高
で
原
則
法
眼
以
上
の
医

師
で
構
成
さ
れ
て
い
た
と
言
う
。
岑
信
が
奥
医
師
並
を
仰
せ
付
け
ら
れ
た
宝
永

五
年
（
一
七
〇
八
）
に
僧
位
を
持
っ
て
い
た
狩
野
派
絵
師
に
は
、
宝
永
元
年
に

法
眼
、
同
六
年
に
法
印
に
叙
さ
れ
た
常
信
が
い
る
。
常
信
が
先
に
挙
げ
た
探
幽

や
安
信
と
同
じ
く
、
同
じ
僧
位
を
持
つ
御
医
師
の
末
席
に
列
せ
ら
れ
た
と
す
れ
ば
、

御
医
師
よ
り
上
位
で
あ
る
奥
医
師
に
準
じ
た
扱
い
を
受
け
た
岑
信
の
席
次
は
常

信
よ
り
上
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る（

（2
（

。
さ
ら
に
幕
府
に
仕
え
た
絵
師
で
、
奥
医

師
並
を
仰
せ
付
け
ら
れ
た
絵
師
は
住
吉
具
慶
（
寛
永
八
年
―
宝
永
二
年
〔
一
六

三
一
―
一
七
〇
五
〕）
と
岑
信
の
二
例
の
み
で
あ
る
。
岑
信
が
奥
医
師
並
を
仰
せ

付
け
ら
れ
た
際
、
住
吉
具
慶
は
既
に
没
し
て
い
た
た
め
、
岑
信
は
幕
府
に
仕
え

る
御
絵
師
の
中
で
最
上
位
と
な
っ
た
事
に
な
る（

（2
（

。

　　

続
い
て
、
浜
町
狩
野
家
代
々
の
当
主
の
役
職
や
家
格
に
つ
い
て
述
べ
る
。『
狩

野
五
家
譜
』
の
岑
信
の
項
に
「
代
々
御
醫
師
奥
詰
被
二
仰
付
一
候
」
と
あ
る
。「
御

醫
師
奥
詰
」
と
は
、
御
医
師
並
に
し
て
奥
詰
と
も
、
奥
医
師
並
と
も
受
け
取
れ
る
。

あ
る
い
は
、「
奥
詰
」
と
い
う
語
が
奥
御
用
を
勤
め
る
絵
師
、
即
ち
奥
絵
師
を
想

起
さ
せ
る
た
め
、
代
々
奥
絵
師
の
家
系
で
あ
る
事
を
示
す
の
か
も
し
れ
な
い（

（2
（

。

し
か
し
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
岑
信
が
仰
せ
付
け
ら
れ
た
の
は
奥
医
師
並
で
あ
っ

た
上
、
後
述
の
通
り
に
浜
町
狩
野
家
の
当
主
は
「
代
々
」
と
言
え
る
程
に
継
続

し
て
同
一
の
役
職
や
職
格
を
与
え
ら
れ
て
い
な
い
。

　

こ
こ
で
、
浜
町
狩
野
家
代
々
の
役
職
や
家
格
に
つ
い
て
具
体
的
に
論
じ
る
に

先
立
っ
て
、
浜
町
狩
野
家
以
外
の
奥
絵
師
家
系
と
そ
の
格
式
の
確
立
に
つ
い
て

述
べ
て
お
き
た
い
。『
東
洋
美
術
大
観
』
の
「
奥
繪
師
狩
野
諸
家
の
格
式
」
で
は
、

各
奥
絵
師
の
家
系
が
そ
の
格
式
を
確
立
し
た
時
期
に
つ
い
て
、
奥
御
用
の
仰
せ

付
け
に
加
え
て
、
同
朋
頭
格
あ
る
い
は
御
医
師
並
に
な
っ
た
年
を
記
述
す
る
。
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同
朋
頭
格
、
御
医
師
並
と
い
っ
た
職
格
は
御
目
見
以
上
で
あ
る
事
か
ら
、
御
目

見
以
上
と
な
っ
て
、
奥
御
用
を
勤
め
る
事
が
重
視
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

尾
本
氏
や
江
口
氏
に
よ
れ
ば
、
御
医
師
並
を
仰
せ
付
け
ら
れ
る
と
そ
の
嫡
子
が

御
医
師
子
供
並
と
な
っ
た
。
御
医
師
子
供
並
は
部
屋
住
の
身
か
ら
家
督
相
続
し

て
当
主
と
な
る
と
自
動
的
に
御
医
師
並
と
な
る
と
言
う
（
（2
（

。
御
医
師
並
の
職
格
を

得
る
事
は
重
要
だ
っ
た
よ
う
で
、
同
朋
格
や
同
朋
頭
格
と
な
る
事
が
慣
例
化
し

て
い
た
中
橋
狩
野
家
に
つ
い
て
も
、「
永
悳
立
信
に
至
り
、
更
に
御
醫
師
並
に
進

み
ぬ
」
と
御
医
師
並
に
な
っ
た
事
を
追
記
す
る
。
同
朋
格
や
同
朋
頭
格
は
、
役

職
と
し
て
は
御
目
見
以
上
と
さ
れ
た
が
、
身
分
と
し
て
は
御
目
見
以
下
で
、
か

つ
御
医
師
並
の
よ
う
な
自
動
的
な
相
続
は
出
来
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

以
上
の
事
か
ら
、
奥
御
用
を
仰
せ
付
か
る
と
と
も
に
、
相
続
が
公
的
に
認
め

ら
れ
る
職
格
を
得
る
事
、
す
な
わ
ち
御
医
師
並
と
な
る
事
が
、
奥
絵
師
の
格
式

と
し
て
重
視
さ
れ
て
い
た
事
が
推
察
出
来
る
。
こ
の
事
が
重
視
さ
れ
た
背
景
に
は
、

僧
位
を
得
る
た
め
に
は
、
長
く
幕
府
の
御
用
を
勤
め
て
、
そ
れ
相
応
の
働
き
が

必
要
だ
っ
た
事
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
先
代
の
没
後
に
特
別
な
手
続
き
を
必

要
と
せ
ず
に
新
当
主
が
先
代
と
同
じ
席
次
を
得
ら
れ
る
御
医
師
並
の
職
格
で
は

な
く
、
相
応
の
御
用
を
勤
め
な
け
れ
ば
得
る
事
の
出
来
な
い
僧
位
に
よ
っ
て
身

分
を
上
昇
さ
せ
て
い
る
状
況
は
、
公
的
に
相
続
が
保
証
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い

難
い
状
況
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
江
戸
時
代
の
身
分
社
会
に
お
い
て
相
続
の
可
否

自
体
が
身
分
の
上
下
に
関
係
し
て
い
た
事
も
影
響
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
。

　

こ
れ
ら
の
事
を
踏
ま
え
て
、
浜
町
狩
野
家
の
状
況
を
見
て
い
く
。「
奥
繪
師
狩

野
諸
家
の
格
式
」
に
は
、
浜
町
狩
野
家
は
岑
信
が
「
寳
永
五
年
奥
御
醫
師
並
御

絵
師
仰
せ
付
け
ら
れ
し
に
始
ま
り
」
と
あ
る
が
、
同
時
に
「
寛
政
十
一
年
融
川

奥
御
用
仰
せ
付
け
ら
れ
」
と
、
融
川
寛
信
（
安
永
七
年
―
文
化
十
二
年
〔
一
七

七
八
―
一
八
一
五
〕）
が
寛
政
十
一
年
（
一
七
九
九
）
に
奥
御
用
を
仰
せ
付
か
っ

た
事
を
記
述
す
る
。
浜
町
狩
野
家
で
初
め
て
奥
御
用
を
仰
せ
付
け
ら
れ
た
の
は

融
川
寛
信
で
あ
っ
た
。
初
め
に
医
師
に
準
じ
た
扱
い
を
受
け
た
の
は
岑
信
で
あ
る
。

し
か
し
、
奥
医
師
並
は
席
次
で
は
御
医
師
並
よ
り
上
位
と
な
る
が
、
御
医
師
並

と
は
異
な
り
、
自
動
的
な
相
続
は
出
来
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。

　

実
際
、
岑
信
の
跡
を
継
い
で
浜
町
狩
野
家
二
代
目
当
主
と
な
っ
た
随
川
甫
信

は
岑
信
没
後
の
宝
永
五
年
（
一
七
〇
八
）
十
二
月
二
十
九
日
に
浜
町
狩
野
家
の

家
督
を
相
続
す
る
が
、
奥
医
師
並
と
は
さ
れ
ず
に
小
普
請
組
に
入
っ
て
い
る
。

岑
信
と
同
じ
土
圭
の
間
番
を
仰
せ
付
け
ら
れ
る
の
は
、
同
六
年
四
月
十
三
日
で

あ
る
。
し
か
し
、
七
年
後
の
正
徳
六
年
（
一
七
一
六
）
五
月
十
六
日
に
は
、
土

圭
の
間
番
廃
止
に
伴
い
再
度
小
普
請
組
入
り
し
て
い
る（

（2
（

。
三
代
目
の
常
川
幸
信

の
役
職
や
職
格
は
明
ら
か
で
な
い
。
岑
信
に
与
え
ら
れ
た
身
分
は
世
襲
さ
れ
ず
、

一
代
限
り
で
あ
っ
た
。
元
禄
か
ら
宝
永
年
間
に
お
い
て
、
絵
師
の
役
職
や
職
格

の
世
襲
は
制
度
面
か
ら
は
保
証
さ
れ
て
お
ら
ず
、
世
襲
が
制
度
上
で
保
証
さ
れ

る
よ
う
に
な
る
の
は
、
こ
れ
よ
り
後
の
時
代
の
事
で
あ
る
。
実
際
に
は
、
処
遇

の
世
襲
が
慣
例
的
に
行
わ
れ
た
可
能
性
は
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
随
川
甫
信
が
土

圭
の
間
番
の
廃
止
に
と
も
な
い
小
普
請
入
り
し
た
事
か
ら
も
、
絵
師
に
与
え
る

役
職
や
職
格
が
定
ま
っ
て
い
な
い
た
め
に
、
絵
師
の
処
遇
の
世
襲
は
不
安
定
で
あ
っ

た
と
言
え
よ
う
。

　

続
く
四
代
目
の
閑
川
昆
信
（
延
享
四
年
―
寛
政
四
年
〔
一
七
四
七
―
一
七
九
二
〕）、

五
代
目
の
融
川
寛
信
は
小
普
請
組
で
あ
っ
た
事
が
、『
古
画
備
考
』
及
び
『
東
洋

美
術
大
観
』
に
記
さ
れ
る
。
融
川
寛
信
は
小
普
請
組
を
脱
し
た
よ
う
で
、
文
化
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四
年
（
一
八
〇
七
）
に
若
年
寄
支
配
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、文
化
十
年
の
『
武

鑑
』（
須
原
屋
茂
兵
衛
版
）
に
「
二
百
石
七
人
フ
チ　

父
閑
川
／
御
医
師
格
は
ま

丁
矢
ノ
倉　

融
川
法
眼
寛
信
」
と
あ
る
。
御
医
師
並
は
若
年
寄
支
配
で
あ
る
。

そ
の
た
め
確
証
は
な
い
が
、
融
川
寛
信
が
御
医
師
並
に
あ
っ
た
と
し
て
も
矛
盾

は
な
い
。
し
か
し
、
融
川
は
文
化
十
二
年
に
没
す
る
。
嫡
子
で
あ
っ
た
舜
川
昭

信
（
寛
政
十
二
年
（
（2
（

―
文
化
十
三
年
〔
一
八
〇
〇
―
一
八
一
六
〕）
も
翌
年
没
し
た

た
め
、
弟
の
友
川
助
信
が
浜
町
狩
野
家
当
主
と
な
っ
て
い
る
。
舜
川
昭
信
、
友

川
助
信
と
も
、小
普
請
組
で
あ
っ
た
と
記
録
さ
れ
る
。
友
川
助
信
は
文
政
二
年
（
一

八
一
九
）
に
小
普
請
組
で
年
始
御
礼
の
登
城
を
し
た
事
が
わ
か
っ
て
い
る
。
し

か
し
、
友
川
助
信
没
後
の
天
保
七
年
（
一
八
三
六
）
の
『
武
鑑
』（
出
雲
寺
幸
次

郎
版
）
に
「
御
醫
師
格
／
二
百
俵
七
人
フ
チ
／
父
舜
川
つ
き
ち
／
友
川　

助
信
」

と
あ
る
。
こ
の
事
に
つ
い
て
、『
東
洋
美
術
大
観
』
で
は
、「
舊
版
を
改
め
ざ
り

し
な
ら
む
」
と
す
る
が
、
文
政
二
年
か
ら
天
保
二
年
の
間
に
、
友
川
助
信
は
御

医
師
並
を
仰
せ
付
か
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
友
川
助
信
か
ら
二
代
後
の
春
川
友

信
の
履
歴
書
（
（2
（

に
は
、
安
政
六
年
（
一
八
五
九
）
に
父
董
川
中
信
の
見
習
と
し
て
、

医
師
並
奥
絵
師
を
申
し
付
け
ら
れ
た
事
が
記
さ
れ
る
。
幕
府
の
職
格
で
あ
る
事

か
ら
付
け
ら
れ
て
い
た
接
頭
語
の
「
御
」
は
な
い
が
医
師
並
と
は
御
医
師
並
の

事
で
あ
ろ
う
。
父
の
見
習
と
し
て
御
医
師
並
を
申
し
付
け
ら
れ
た
と
あ
る
事
か
ら
、

董
川
中
信
も
ま
た
御
医
師
並
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

以
上
の
事
か
ら
、
融
川
寛
信
が
文
化
年
間
に
浜
町
狩
野
家
で
初
め
て
御
医
師

並
と
さ
れ
た
事
が
推
察
出
来
る
。
融
川
寛
信
の
子
で
あ
る
友
川
助
信
も
御
医
師

並
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
が
、
家
督
相
続
の
後
に
小
普
請
組
に
入
っ
て
い
る

事
か
ら
、
先
代
の
没
後
に
自
動
的
に
御
医
師
並
と
さ
れ
て
は
い
な
い
。
董
川
中

信
は
御
医
師
並
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
御
医
師
並
を
仰
せ
付
け
ら
れ
た

時
期
に
つ
い
て
は
判
明
し
な
い
。
春
川
友
信
は
父
の
存
命
中
に
御
医
師
並
と
さ

れ
て
い
た
事
か
ら
、
先
代
の
職
格
を
相
続
出
来
る
立
場
に
あ
っ
た
と
わ
か
る
。

そ
れ
故
、
浜
町
狩
野
家
に
お
い
て
世
襲
が
公
的
に
保
証
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

の
は
、
友
川
助
信
、
あ
る
い
は
董
川
中
信
の
代
と
言
う
事
に
な
る
。
た
だ
し
、

友
川
助
信
は
文
政
二
年
（
一
八
一
九
）
に
は
十
歳
で
、
天
保
二
年
（
一
八
三
一
）

に
二
十
二
歳
で
没
し
て
い
る
。
友
川
助
信
の
年
齢
を
考
慮
す
る
と
、
御
医
師
並

を
仰
せ
付
け
ら
れ
た
時
期
は
文
政
年
間
の
末
か
ら
天
保
年
間
を
想
定
し
て
よ
か

ろ
う
。
つ
ま
り
、
浜
町
狩
野
家
で
職
格
の
世
襲
が
安
定
す
る
の
は
、
天
保
年
間

の
頃
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。

　

奥
絵
師
の
家
系
で
職
格
が
安
定
す
る
時
期
を
整
理
す
る
と
、
木
挽
町
狩
野
家

が
最
も
早
く
、
安
永
二
年
（
一
七
七
三
）
に
栄
川
院
典
信
が
御
医
師
並
と
な
っ

て
い
る
。
中
橋
狩
野
家
の
当
主
が
同
朋
格
、
あ
る
い
は
同
朋
頭
格
と
な
る
事
が

慣
例
化
す
る
の
は
、
天
明
五
年
（
一
七
八
五
）
に
永
徳
高
信
が
同
朋
頭
格
と
な
っ

て
以
降
で
あ
る
。
鍛
冶
橋
狩
野
家
で
は
、
天
保
五
年
（
一
八
三
四
）
に
探
信
守

道
が
御
医
師
並
と
な
る
。
さ
ら
に
、
嘉
永
元
年
（
一
八
四
八
）
に
は
、
中
橋
狩

野
家
の
永
悳
立
信
が
御
医
師
並
と
な
り
、
他
の
奥
絵
師
家
系
と
同
等
の
職
格
に

な
る
。
浜
町
狩
野
家
は
文
化
年
間
に
融
川
寛
信
が
御
医
師
並
に
な
っ
て
い
る
可

能
性
が
あ
り
、
御
医
師
並
に
な
っ
て
い
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
奥
御
用
を
仰
せ

付
け
ら
れ
て
い
る
事
か
ら
世
襲
を
安
定
さ
せ
る
契
機
で
は
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
職
格
の
世
襲
が
円
滑
に
進
ん
で
い
な
い
要
因
に
は
、

融
川
寛
信
の
死
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
継
続
的
に
御
用
を
こ
な
し
、
世
襲
を
安

定
さ
せ
る
機
会
を
失
し
た
事
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
融
川
寛
信
の
子
で
あ
る
舜
川
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昭
信
、
友
川
助
信
の
二
人
が
相
次
い
で
早
世
し
、
継
続
し
て
御
用
を
勤
め
ら
れ
ず
、

世
襲
を
保
証
さ
れ
る
事
が
出
来
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

職
格
の
仰
せ
付
け
が
遅
か
っ
た
鍛
冶
橋
狩
野
家
に
お
い
て
も
、
御
医
師
並
を

仰
せ
付
け
ら
れ
た
探
信
守
道
は
、
父
で
あ
る
探
牧
守
邦
（
宝
暦
十
二
年
―
天
保

三
年
〔
一
七
六
二
―
一
八
三
二
〕）
が
寛
政
八
年
（
一
七
九
六
）
に
三
十
五
歳
で

隠
居
し
た
た
め
に
、
十
二
歳
で
家
督
相
続
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
探
信
守
道
の

祖
父
で
あ
る
探
林
守
美
（
享
保
十
七
年
―
安
永
六
年
〔
一
七
三
二
―
一
七
七
七
〕）

も
、
そ
の
父
で
あ
る
探
常
守
富
（
元
禄
九
年
―
宝
暦
六
年
〔
一
六
九
六
―
一
七

五
六
〕）
が
延
享
四
年
（
一
七
四
七
）
に
五
十
二
歳
で
隠
居
し
た
た
め
に
十
六
歳

で
家
督
相
続
し
て
い
る
。
な
お
、
探
牧
守
邦
は
、
安
永
六
年
（
一
七
七
七
）
に

父
で
あ
る
探
林
守
美
の
死
没
に
よ
っ
て
、
十
六
歳
で
家
督
相
続
し
て
い
る
。
つ

ま
り
、
鍛
冶
橋
狩
野
家
で
は
探
信
守
道
に
至
る
ま
で
数
代
に
わ
た
っ
て
先
代
の

死
没
や
隠
居
に
よ
っ
て
若
年
で
の
家
督
相
続
が
続
い
て
い
た
事
に
な
る
。

　

鍛
冶
橋
狩
野
家
が
御
医
師
並
を
仰
せ
付
け
ら
れ
、
職
格
の
世
襲
が
保
証
さ
れ

る
よ
う
に
な
る
の
が
天
保
五
年
（
一
八
三
四
）
で
あ
る
事
は
、
従
来
言
及
さ
れ

て
き
た
。
浜
町
狩
野
家
に
お
い
て
も
天
保
年
間
頃
に
職
格
の
世
襲
が
安
定
し
た

と
考
え
ら
れ
る
。
木
挽
町
狩
野
家
に
比
べ
て
御
医
師
並
と
な
る
事
が
遅
か
っ
た

要
因
に
は
、
先
述
の
よ
う
に
当
主
の
死
没
や
隠
居
が
早
く
、
次
代
の
当
主
が
若

年
で
あ
っ
た
事
が
挙
げ
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
当
代
の
当
主
に
御
医

師
並
を
、
そ
の
嫡
子
に
御
医
師
子
供
並
の
職
格
を
与
え
る
為
に
は
、
当
主
の
見

習
を
勤
め
る
事
の
出
来
る
嫡
子
が
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
、
嫡
子

が
不
在
、
あ
る
い
は
若
年
で
あ
れ
ば
、
御
医
師
子
供
並
を
仰
せ
付
け
ら
れ
る
事

が
出
来
ず
、
世
襲
を
保
証
さ
れ
る
機
会
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
職
格
の
世
襲
を
安
定
さ
せ
る
た
め
に
は
、
当
代
の
当
主
と
嫡
子
が
揃
っ

て
御
用
を
勤
め
る
事
が
出
来
る
事
が
必
要
と
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
鍛
冶
橋

狩
野
家
に
つ
い
て
は
、
あ
る
い
は
、
世
襲
が
保
証
さ
れ
て
い
な
い
が
た
め
に
、

当
代
の
当
主
と
嫡
子
の
年
齢
に
関
わ
ら
ず
、
双
方
が
存
命
の
内
に
確
実
に
家
督

相
続
を
済
ま
せ
て
い
た
と
言
う
見
方
も
出
来
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

な
お
、
浜
町
狩
野
家
に
お
い
て
初
め
て
御
医
師
並
を
仰
せ
付
け
ら
れ
た
事
が

確
実
な
の
は
、
董
川
中
信
で
あ
る
。
董
川
中
信
は
、
中
橋
狩
野
家
で
初
め
て
御

医
師
並
を
仰
せ
付
け
ら
れ
た
永
悳
立
信
同
様
に
伊
川
院
栄
信
の
子
で
、
晴
川
院

養
信
の
兄
弟
で
あ
っ
た
。
中
橋
狩
野
家
が
仰
せ
付
け
ら
れ
る
事
が
慣
例
化
し
て

い
た
、
同
朋
頭
格
及
び
同
朋
格
は
、
御
医
師
並
の
よ
う
な
自
動
的
な
世
襲
が
出

来
ず
、
役
職
と
し
て
は
御
目
見
以
上
で
は
あ
る
が
、
身
分
と
し
て
は
御
目
見
以

上
で
は
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
役
職
上
も
身
分
上
も
御
目
見
以
上
の
御
医
師

並
と
な
る
事
は
身
分
の
上
昇
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
中
橋
狩
野
家
に
お
い

て
も
、
浜
町
狩
野
家
に
お
い
て
も
、
木
挽
町
狩
野
家
か
ら
養
子
と
な
っ
た
当
主

が
身
分
を
上
昇
さ
せ
て
い
る
事
は
、
木
挽
町
狩
野
家
の
当
時
の
家
勢
故
で
あ
ろ

う
か
。

　

現
在
、
幕
末
か
ら
明
治
の
記
録
に
よ
り
狩
野
派
の
構
造
が
定
ま
っ
て
い
た
よ

う
な
印
象
を
受
け
る
。
し
か
し
、
狩
野
派
の
組
織
構
造
は
江
戸
時
代
を
通
じ
て
徐
々

に
構
築
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
実
際
に
奥
絵
師
の
四
家
系
の
全
て
で
格
が
安
定

す
る
の
は
、
天
保
期
、
あ
る
い
は
中
橋
狩
野
家
の
永
悳
立
信
が
御
医
師
並
と
な
っ

た
嘉
永
元
年
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
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お
わ
り
に

　

馬
博
乙
本
は
先
述
の
通
り
、
岑
信
に
よ
っ
て
新
た
に
構
成
さ
れ
た
曽
我
物
語

図
屏
風
で
、
大
名
や
幕
府
の
依
頼
に
よ
っ
て
描
か
れ
た
作
品
と
考
え
ら
れ
る
。

当
時
、
幕
府
の
御
絵
師
の
中
で
総
上
席
で
あ
っ
た
岑
信
の
代
表
作
と
捉
え
ら
れ

る
事
か
ら
、
同
時
代
に
お
け
る
最
高
峰
の
作
品
に
位
置
づ
け
る
事
が
出
来
よ
う
。

そ
の
た
め
、
馬
博
乙
本
は
、
岑
信
以
降
の
狩
野
派
の
画
風
を
考
え
る
上
で
重
要

な
作
例
と
言
え
る
。

　

岑
信
は
、
元
禄
か
ら
宝
永
年
間
に
か
け
て
の
狩
野
派
に
お
い
て
最
上
位
と
さ

れ
た
絵
師
で
あ
る
。
し
か
し
、
岑
信
に
始
ま
る
浜
町
狩
野
家
は
、
岑
信
の
没
後

に
狩
野
派
や
幕
府
内
で
そ
の
位
を
受
け
継
ぐ
事
は
出
来
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

中
橋
狩
野
家
と
木
挽
町
狩
野
家
の
格
式
が
定
ま
っ
て
き
た
時
期
か
ら
は
遅
れ
る
が
、

寛
政
十
一
年
（
一
七
九
九
）
に
浜
町
狩
野
家
の
融
川
寛
信
が
奥
絵
師
と
な
っ
た
。

し
か
し
、
融
川
寛
信
の
没
後
は
他
の
奥
絵
師
と
は
異
な
り
、
そ
の
立
場
を
継
続

的
に
引
き
継
げ
な
か
っ
た
。
融
川
寛
信
は
御
医
師
並
で
あ
っ
た
可
能
性
は
あ
る
が
、

そ
の
早
世
の
際
に
嫡
子
の
舜
川
昭
信
が
奥
絵
師
の
見
習
や
御
医
師
子
供
並
に
な
っ

て
い
な
か
っ
た
と
言
う
事
で
あ
ろ
う
。
そ
の
後
も
、
浜
町
狩
野
家
で
は
当
代
の

当
主
と
嫡
子
が
同
時
に
御
用
を
勤
め
ら
れ
る
状
況
に
な
ら
な
か
っ
た
。
継
続
的

に
職
格
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
天
保
年
間
で
あ
る
。
こ
の
後
に
中
橋

狩
野
家
も
御
医
師
並
と
な
っ
て
い
る
。
現
在
説
明
さ
れ
る
よ
う
な
奥
絵
師
の
四

家
系
が
奥
御
用
を
勤
め
、
継
続
的
に
世
襲
し
て
い
く
と
言
っ
た
事
が
慣
例
で
は

な
く
、
制
度
化
さ
れ
た
の
は
、
こ
の
頃
の
事
で
江
戸
時
代
も
終
わ
り
に
近
づ
い

た
時
期
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。

　

岑
信
や
浜
町
狩
野
家
は
、
江
戸
時
代
中
期
の
狩
野
派
の
画
風
や
、
狩
野
派
の

組
織
や
体
制
の
確
立
に
つ
い
て
考
察
す
る
上
で
重
要
な
存
在
と
言
え
る
。
し
か
し
、

そ
の
画
業
や
画
風
に
つ
い
て
の
研
究
は
多
く
な
い
。
本
作
の
出
現
が
今
後
の
狩

野
派
研
究
の
進
展
の
一
助
と
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

註（
1
） 

馬
の
博
物
館
に
は
二
点
の
「
曽
我
物
語
図
屏
風
」
の
他
、狩
野
探
信
守
道
「
巻

狩
図
屏
風
」
等
の
「
曽
我
物
語
」
と
関
連
す
る
画
題
の
作
品
を
複
数
所
蔵
す

る
が
、「
曽
我
物
語
」
を
画
題
と
す
る
事
を
明
言
出
来
る
作
品
は
こ
の
二
点
の

み
で
あ
る
。

（
2
） 

曽
我
物
語
図
屏
風
に
関
す
る
研
究
に
は
、
井
澤
英
理
子
氏
に
よ
る
「
曽
我

物
語
図
の
系
譜
に
お
け
る
芸
能
と
の
関
連
性
」（『
鹿
島
美
術
研
究
』
年
報
第

十
五
号
別
冊
、
一
九
九
八
）、「
曽
我
物
語
考
―
一
双
屏
風
の
成
立
に
つ
い
て
―
」

（『
日
本
美
術
襍
稿　

佐
々
木
剛
三
先
生
古
希
記
念
論
文
集
』
明
徳
出
版
社
、

一
九
九
八
）、
及
び
「
又
兵
衛
風
の
曽
我
物
語
図
屏
風
の
量
産
に
つ
い
て
」（『
日

本
美
術
史
の
杜　

村
重
寧
先
生
星
山
晋
也
先
生
古
希
記
念
論
文
集
』
竹
林
舎
、

二
〇
〇
八
）
の
一
連
の
研
究
の
他
、
井
戸
美
里
「
幸
若
舞
曲
の
絵
画
化
と
受

容
空
間
に
関
す
る
一
考
察
―
「
曽
我
物
語
図
屏
風
」
を
例
と
し
て
―
」（『
美
学
』

二
四
七
号
、
二
〇
一
五
）、
三
戸
信
惠
「
曾
我
物
語
図
屛
風
に
関
す
る
一
考
察

―
新
出
本
と
渡
辺
美
術
館
本
を
中
心
に
―
」（『
國
華
』
一
四
九
六
号
、
二
〇

二
〇
）、
小
口
康
仁
「「
曾
我
物
語
図
屛
風
」
の
展
開
―
富
士
巻
狩
・
夜
討
図

か
ら
富
士
巻
狩
図
へ
―
」（『
國
華
』
一
四
九
六
号
、
二
〇
二
〇
）、
小
口
康
仁

「
渡
辺
美
術
館
本
「
曽
我
物
語
図
屏
風
」
の
人
物
描
写
に
関
す
る
一
考
察
―
右

左
隻
の
面
貌
表
現
を
比
較
し
て
―
」（『
哲
学
会
誌
』
四
十
六
号
、
二
〇
二
二
）
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等
が
あ
る
。
井
澤
氏
に
よ
れ
ば
流
布
本
と
呼
ば
れ
る
十
二
巻
本
の
『
曽
我
物
語
』

の
他
、
幸
若
舞
曲
の
『
夜
討
曽
我
』、『
十
番
斬
』
が
絵
画
化
の
出
典
と
言
う
。

そ
の
た
め
本
稿
で
は
、
そ
れ
ら
を
総
称
し
て
「
曽
我
物
語
」
と
し
た
。
な
お

本
稿
と
は
直
接
関
係
し
な
い
が
、
絵
入
り
本
や
絵
巻
を
含
め
た
「
曽
我
物
語
図
」

の
成
立
や
「
曽
我
物
語
」
自
体
の
成
立
や
享
受
等
に
つ
い
て
の
「
曽
我
物
語
」

の
包
括
的
な
研
究
に
、「〈
曽
我
物
語
〉
の
絵
画
化
と
文
化
環
境
―
物
語
絵
・

出
版
・
地
域
社
会
」（
特
定
研
究
「
語
り
物
文
芸
の
絵
画
化
と
享
受
環
境
に
関

す
る
基
礎
的
研
究
」
編
、
大
学
共
同
利
用
機
関
法
人　

人
間
文
化
研
究
機
構　

国
文
学
研
究
資
料
館
、
二
〇
一
六
）
が
あ
る
。

（
3
） 

註
（
2
）
前
掲
の
井
澤
英
理
子
氏
の
各
論
考
を
参
照
。

（
4
） 

土
佐
光
吉
「
曽
我
物
語
図
屏
風
」（
鳥
取
・
渡
辺
美
術
館
）
に
つ
い
て
は
、

註
（
2
）
前
掲
の
井
澤
英
理
子
「
曽
我
物
語
図
考
―
一
双
形
式
の
成
立
に
つ

い
て
―
」、及
び
泉
万
里
「
曽
我
物
語
、源
平
合
戦
屏
風
絵
等
に
つ
い
て
」（『（
財
）

渡
辺
美
術
館
所
蔵
品
調
査
報
告
書
』
二
〇
〇
六
）、
相
澤
正
彦
「
土
佐
光
吉
と

大
画
面
絵
画
」（『
美
術
研
究
』
三
九
四
号
、
二
〇
〇
八
）、
江
村
知
子
「
土
佐

光
吉
筆
「
曽
我
物
語
図
屏
風
」
に
つ
い
て
」（『
美
術
研
究
』
三
九
四
号
、
二

〇
〇
八
）
を
参
照
。

（
5
） 

本
稿
執
筆
に
当
た
っ
て
は
、
朝
岡
興
禎
『
増
訂
古
画
備
考
』（
太
田
謹
補
、

弘
文
館
、
一
九
〇
四
）
及
び
『
校
訂　

原
本　

古
画
備
考
』（
古
画
備
考
研
究

会
編
、
思
文
閣
出
版
、
二
〇
二
二
）
を
参
照
し
た
。

（
6
） 『
東
洋
美
術
大
観
』
第
五
冊
（
審
美
書
院
、
一
九
〇
九
）

（
7
） 

幕
府
や
諸
国
各
藩
に
仕
え
た
絵
師
や
、朝
廷
・
幕
府
等
の
公
的
事
業
に
携
わ
っ

た
絵
師
を
、
現
在
で
は
「
御
抱
絵
師
」
や
「
御
用
絵
師
」
と
呼
び
習
わ
し
て

い
る
。
し
か
し
、
幕
府
に
仕
え
た
絵
師
の
当
時
の
職
制
上
の
呼
称
は
「
御
絵
師
」

で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
本
稿
に
お
い
て
も
「
御
絵
師
」
の
呼
称
を
用
い
る
。

詳
細
は
、
武
田
庸
二
郎
、
江
口
恒
明
、
鎌
田
純
子 

共
編
『
近
世
御
用
絵
師
の

史
的
研
究
―
幕
藩
制
社
会
に
お
け
る
絵
師
の
身
分
と
序
列
―
』（
思
文
閣
出
版
、

二
〇
〇
八
）
を
参
照
。

（
8
） 

尾
本
師
子
「
江
戸
幕
府
御
絵
師
の
身
分
と
格
式
」（
註
（
7
）
前
掲
書
『
近

世
御
用
絵
師
の
史
的
研
究
―
幕
藩
制
社
会
に
お
け
る
絵
師
の
身
分
と
序
列
―
』

所
収
）

（
9
） 

註
（
6
）
前
掲
書
『
東
洋
美
術
大
観
』
の
勝
川
院
雅
信
の
項
に
以
下
の
よ

う
に
あ
る
。

そ
の
曾
て
幕
命
を
奉
じ
て
畫
稿
を
草
し
、
又
は
畫
の
半
ば
成
り
し
長
篠
、

長
久
手
合
戰
屛
風
等
あ
り
し
が
明
治
十
九
年
七
月
廿
九
日
、
そ
の
嗣
狩

野
謙
柄
、
慶
應
元
丑
年
十
一
月
廿
一

日
生
、
畫
を
業
と
せ
ず

こ
れ
を
博
物
館
に
獻
納
せ
り
。

こ
の
記
述
に
よ
れ
ば
、
狩
野
謙
柄
は
勝
川
院
雅
信
の
子
で
あ
る
が
、
絵
師
に

は
な
っ
て
い
な
い
。
明
治
十
九
年
（
一
八
八
六
）
七
月
二
十
九
日
に
博
物
館
（
現

在
の
東
京
国
立
博
物
館
）
に
、
勝
川
院
雅
信
の
下
絵
、
あ
る
い
は
描
き
か
け

の
作
品
を
寄
贈
し
た
と
あ
る
。
こ
の
記
述
に
あ
る
「
長
篠
、
長
久
手
合
戰
図

屛
風
」
は
、
東
京
国
立
博
物
館
に
狩
野
謙
柄
氏
寄
贈
と
し
て
所
蔵
さ
れ
る
「
長

篠
合
戦
図
屏
風
下
絵
」
と
「
長
久
手
合
戦
図
屏
風
下
絵
」
で
あ
ろ
う
か
。

（
10
） 

浜
町
狩
野
家
の
歴
代
当
主
に
つ
い
て
は
、
五
代
目
の
融
川
寛
信
の
子
で
あ

る
舜
川
昭
信
が
父
の
没
後
一
年
で
没
し
た
た
め
に
当
主
と
し
て
数
え
な
い
場

合
も
あ
る
。
し
か
し
、
舜
川
昭
信
は
小
普
請
組
に
入
っ
て
い
る
。
小
普
請
組

と
は
言
え
、
舜
川
昭
信
が
当
主
で
あ
っ
た
時
期
が
あ
る
と
捉
え
、
舜
川
昭
信

を
六
代
目
当
主
と
し
て
数
え
る
。

（
11
） 
狩
野
素
川
寿
信
編
『
本
朝
画
家
人
名
辞
書
』（
大
倉
書
店
、明
治
二
十
六
〔
一

八
九
三
〕）

（
12
） 

古
筆
了
件
編
『
扶
桑
画
人
伝
』（
阪
昌
員
、明
治
十
六
年
〔
一
八
八
三
〕
序
）、
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及
び
註
（
11
）
前
掲
書
『
本
朝
画
家
人
名
辞
書
』
等
で
は
、
読
み
は
同
じ
で

あ
る
が
、
名
を
峯
信
、
号
を
友
清
と
す
る
。

（
13
） 
註
（
6
）
前
掲
書
『
東
洋
美
術
大
観
』
に
記
述
さ
れ
る
岑
信
の
年
譜
は
以

下
の
と
お
り
。
な
お
、
年
譜
の
出
典
は
一
部
の
事
項
を
除
い
て
特
に
記
さ
れ

な
い
が
、
幕
府
に
提
出
し
た
由
緒
書
や
画
伝
類
、
過
去
帳
等
を
参
照
し
た
と

思
わ
れ
る
。

元
禄
元
戊
辰
年　

年
月
相
知
不
レ
申
候
、
文
昭
院
様
櫻
田
御
殿
（
館
林
）

被
レ
遊
二
御
座
一
候
節
被
二
召
出
一
、
御
畫
御
用
相
勤
申
候
（
會
心
齋
筆

記
）。
狩
野
友
信
翁
曰
く
。
御
小
性
に
召
出
さ
る
。

同
三
庚
午
年
十
二
月
五
日　

御
扶
持
拾
五
人
扶
持
被
二
下
置
一
候
。

寛
永
元
甲
申
年
十
二
月
十
五
日　

文
昭
院
様
西
丸
江
被
レ
爲
レ
入
候
節
、

御
供
仕
候
。

同
四
丁
亥
年
十
一
月
廿
九
日　

於
二
西
丸
土
圭
之
間
一
、
御
番
被
二
仰
付
一
、

御
切
米
百
俵
、
御
役
料
五
拾
俵
、
御
金
六
拾
兩
、
時
服
二
被
二
下
置
一
、

苗
字
相
改
候
様
被
二
仰
付
一
、
御
直
ニ
松
本
與
被
二
下
置
一
候
。

同
五
戊
子
年
六
月
廿
九
日　

奥
御
醫
師
並
被
二
仰
付
一
、
御
切
米
百
俵
、

御
扶
持
七
人
扶
持
御
加
増
被
二
下
置
一
、
都
合
高
貳
百
俵
七
人
扶
持
ニ

罷
成
候
（
以
上
會
心
齋
筆
記
）。

友
信
翁
曰
く
。
家
宣
公
將
軍
宣
下
の
後
、
剃
髪
し
て
秩
禄
を
賜
は
る
。

二
百
俵
貳
拾
人
扶
持
。
兩
國
廣
小
路
横
山
町
に
於
い
て
、
町
屋
鋪
貳

百
五
拾
坪
拜
領
。
御
醫
師
並
奥
繪
師
被
二
仰
付
一
。

同
年
十
二
月
三
日　

病
死
仕
候
。
齢
四
十
七
。
法
名
覺
樹
院
岑
信
日
量
。

池
上
本
門
寺
ニ
葬
申
候
。

此
子
孫
當
時
御
醫
師
並
狩
野
友
川
寛
信
家
ニ
而
御
座
候（
會
心
齋
筆
記
）。

な
お
、
元
禄
元
年
（
一
六
八
八
）
に
岑
信
が
召
し
出
さ
れ
た
の
が
「
櫻
田
御

殿
（
館
林
）」
と
あ
る
。
桜
田
御
殿
は
家
宣
の
父
で
、
前
代
の
甲
府
藩
主
で
あ
っ

た
徳
川
豊
重
が
居
住
し
た
桜
田
邸
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。
家
宣
は
、
甲
府

藩
主
時
代
は
浜
御
殿
に
住
し
た
と
言
わ
れ
て
お
り
、
実
際
に
岑
信
が
召
し
出

さ
れ
た
の
は
、
浜
御
殿
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
豊
重
は
、
弟
で
館

林
藩
主
で
あ
っ
た
綱
吉
と
と
も
に
御
両
典
と
さ
れ
、
同
等
の
家
格
で
あ
っ
た
。

館
林
と
記
載
さ
れ
る
の
は
、
こ
の
事
情
故
に
混
同
さ
れ
た
た
め
で
あ
ろ
う
か
。

（
14
） 

小
林
自
閑
斎
『
狩
野
五
家
譜
』（
文
化
九
年
〔
一
八
一
二
〕
序
、
坂
崎
坦

編
著
『
日
本
画
論
大
観
』（
目
白
書
院
、
一
九
一
七
）
所
収
）
に
は
岑
信
に
つ

い
て
以
下
の
よ
う
に
記
述
す
る
。

一
松
本
岑
信

常
信
法
印
次
男
、
始
随
川
と
號
、
又
友
盛
、
覺
柳
齋
、
本
姓
狩
野
、
松

本
は
文
昭
院
様
御
直
に
御
稱
號
之
御
一
字
被
二
下
置
一
、
平
と
云
字
に
似

候
に
付
、
松
本
と
被
二
下
置
一
、
代
々
御
醫
師
奥
詰
被
二
仰
付
一
候
、
二

百
俵
十
五
人
扶
持
被
二
下
置
一
候
、
寳
永
五
戊
子
年
十
二
月
六
日
卒
す
、

壽
四
十
七
歳
葬
二
南
之
院
一
、
法
號
覺
柳
齋
日
量
居
士

「
松
平
」
の
「
平
」
と
「
本
」
が
似
て
い
た
た
め
、
松
本
姓
を
下
し
置
か
れ
た

と
す
る
。
な
お
、
こ
の
記
述
の
一
部
は
「
狩
野
家
五
家
譜
に
曰
く
」
と
し
て

註
（
6
）
前
掲
書
『
東
洋
美
術
大
観
』
に
も
引
用
さ
れ
る
。
ま
た
、『
東
洋
美

術
大
観
』
で
は
、
岑
信
の
忌
日
を
十
二
月
三
日
と
し
て
お
り
、
数
日
の
違
い

が
生
じ
て
い
る
。

　
　

ま
た
、
註
（
5
）
前
掲
書
『
古
画
備
考
』
の
狩
野
岑
信
の
項
に
は
以
下
の

よ
う
に
あ
る
。
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狩
野
岑
信
ハ
十
五
六
歳
の
比
甲
府
様
へ
十
五
人
扶
持
ニ
て
御
伽
ニ
出
殊

之
外
御
意
ニ
叶
西
御
丸
江
御
供
致
其
後
御
代
御
続
被
遊
候
節
三
十
人
扶

持
ニ
な
り
松
平
之
御
氏
を
も
可
被
下
思
召
ニ
て
候
所
御
辞
退
達
申
上
候

ニ
付
松
本
氏
を
被
下
随
川
を
改
友
盛
と
被
成
候
是
狩
野
昵
近
致
候
第
一

也
依
之
狩
野
惣
上
席
ニ
て
御
用
相
勤
其
外
御
土
圭
を
預
り
御
内
〃
御
慰

之
御
用
ヲ
御
直
ニ
伺
上
候
出
頭
申
事
也
二
百
俵
給
る
ゝ
由
（
後
略
）

な
お
、
こ
の
記
述
の
後
に
は
、
中
橋
狩
野
家
の
意
向
に
よ
り
岑
信
か
ら
二
代

後
の
常
川
幸
信
が
松
本
氏
か
ら
狩
野
氏
に
戻
っ
た
事
、
松
本
氏
を
惜
し
ん
だ

幸
信
が
次
男
を
松
本
主
税
と
し
て
一
橋
家
に
出
仕
さ
せ
て
松
本
氏
を
存
続
さ

せ
た
事
が
記
さ
れ
る
。

（
15
） 

本
稿
執
筆
に
あ
た
っ
て
は
、『
新
訂　

寛
政
重
修
諸
家
譜
』
第
二
十
一
（
続

群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
六
六
）
を
参
照
し
た
。

（
16
） 

註
（
5
）
前
掲
書
『
古
画
備
考
』
に
は
、「
延
享
二
年
丑
九
月
十
八
日
家

督
／
同
三
年
寅
七
月
廿
六
日
名
字
狩
野
ト
可
相
改
旨
被
仰
渡
」
と
あ
り
、
註

（
15
）
前
掲
書
『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
に
は
、「
七
月
二
十
六
日
仰
に
よ
り
狩

野
に
復
す
」
と
あ
る
。

（
17
） 

注
（
6
）
前
掲
書
『
東
洋
美
術
大
観
』
の
「
身
装
、
乗
輿
及
幕
府
の
待
遇
」

の
項
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

御
繪
師
の
身
装
は
、
初
め
結
髪
又
は
惣
髪
に
し
て
、
法
眼
に
叙
せ
ら
る
れ

ば
剃
髪
す
る
を
常
と
し
き
。
さ
れ
ば
、
こ
れ
を
現
存
の
肖
像
に
徴
す
る
に
、

探
幽
は
剃
髪
、
尚
信
、
貞
信
、
融
川
等
は
結
髪
、
常
信
は
惣
髪
後
に
剃

髪
す

に
し
て
、

安
信
、
邦
信
は
剃
髪
な
り
。
爾
後
皆
圓
頂
を
常
と
し
、
十
徳
を
着
用
し
、

而
も
兩
刀
を
帯
せ
り
。（
後
略
）

な
お
、
注
（
5
）
前
掲
書
『
古
画
備
考
』
に
、
常
信
が
宝
永
元
年
（
一
七
〇
四
）

の
法
眼
叙
任
よ
り
前
の
慶
安
三
年
（
一
六
五
〇
）
に
家
督
相
続
の
際
に
剃
髪
し
、

号
を
養
朴
と
改
め
た
事
が
記
さ
れ
る
。
し
か
し
、
御
絵
師
の
剃
髪
に
つ
い
て

は
規
則
性
を
見
出
せ
な
い
た
め
、
本
稿
で
は
断
言
を
避
け
た
い
。

（
18
） 

註
（
14
）
前
掲
書
『
狩
野
五
家
譜
』

（
19
） 

註
（
11
）
前
掲
書
『
本
朝
画
家
人
名
辞
書
』

（
20
） 

註
（
8
）
前
掲
の
尾
本
師
子
「
江
戸
幕
府
御
絵
師
の
身
分
と
格
式
」、
及

び
江
口
恒
明
「
近
世
後
期
に
お
け
る
幕
府
御
絵
師
の
名
順
と
身
分
編
成
」（
註

（
7
）
前
掲
書
『
近
世
御
用
絵
師
の
史
的
研
究
―
幕
藩
体
制
社
会
に
お
け
る
絵

師
の
身
分
と
序
列
―
』
所
収
）

（
21
）
尾
本
氏
は
、
註
（
8
）
前
掲
の
「
江
戸
幕
府
御
絵
師
の
身
分
と
格
式
」
に

お
い
て
、
寛
文
二
年
（
一
六
六
二
）
に
狩
野
探
幽
が
法
印
、
安
信
が
法
眼
に

叙
さ
れ
た
事
に
よ
り
、
そ
れ
ま
で
諸
職
人
と
同
格
で
あ
っ
た
絵
師
が
僧
位
を

持
つ
御
医
師
に
列
せ
ら
れ
、
絵
師
の
身
分
が
上
昇
し
た
事
を
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

二
人
の
席
次
は
、
寛
文
三
年
の
年
始
御
礼
席
に
お
い
て
は
探
幽
は
法
眼
の
末
、

安
信
は
他
の
絵
師
と
同
列
で
、
延
宝
元
年
（
一
六
七
三
）
の
年
始
御
礼
席
で

同
じ
僧
位
の
御
医
師
の
末
席
に
列
せ
ら
れ
た
。

（
22
） 

た
だ
し
江
口
恒
明
氏
は
、
註
（
20
）
前
掲
の
「
近
世
後
期
に
お
け
る
幕
府

御
絵
師
の
名
順
と
身
分
編
成
」
に
お
い
て
、
岑
信
の
御
礼
席
は
不
明
と
さ
れ

て
い
る
。

（
23
） 

な
お
註
（
5
）
前
掲
書
『
古
画
備
考
』
の
註
（
14
）
で
引
用
し
た
箇
所
で
は
、

松
本
氏
へ
の
改
姓
が
狩
野
総
上
席
と
な
っ
た
要
因
と
す
る
。
し
か
し
、
松
本

氏
へ
の
改
姓
が
岑
信
の
身
分
上
昇
に
ど
の
よ
う
に
作
用
し
た
の
か
は
判
然
と

し
な
い
。

（
24
） 

注
（
6
）
前
掲
書
『
東
洋
美
術
大
観
』
の
「
奥
繪
師
の
勤
務
」
の
項
に
は
、

「
近
代
に
於
け
る
奥
御
用
御
繪
師
の
勤
め
方
を
略
述
せ
む
に
」
と
あ
る
た
め
、
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奥
絵
師
は
幕
府
に
仕
え
る
御
絵
師
の
中
で
、
奥
御
用
を
勤
め
た
も
の
を
指
し

て
い
る
事
が
わ
か
る
。
こ
の
場
合
の
奥
御
用
と
は
定
め
ら
れ
た
日
に
登
城
し
て
、

奥
向
き
の
御
用
を
勤
め
る
事
を
言
う
。

（
25
） 

木
挽
町
狩
野
家
の
栄
川
院
典
信
は
安
永
二
年
（
一
七
七
三
）
に
御
医
師
並

に
仰
せ
付
け
ら
れ
て
い
る
。
註
（
8
）
前
掲
の
尾
本
師
子
「
江
戸
幕
府
御
絵

師
の
身
分
と
格
式
」、
及
び
註
（
20
）
前
掲
の
江
口
恒
明
「
近
世
後
期
に
お
け

る
幕
府
御
絵
師
の
名
順
と
身
分
編
成
」
に
よ
れ
ば
、
こ
の
と
き
典
信
は
既
に

法
眼
に
叙
さ
れ
て
お
り
、
典
信
の
処
遇
に
変
化
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
、

養
川
惟
信
が
「
御
医
師
子
供
並
」
を
仰
せ
付
け
ら
れ
た
事
が
重
要
で
あ
る
と

言
う
。
こ
の
事
に
よ
り
、
典
信
か
ら
惟
信
へ
の
身
分
の
世
襲
が
強
化
さ
れ
た

と
さ
れ
る
。

（
26
） 

註
（
6
）
前
掲
書
『
東
洋
美
術
大
観
』

（
27
） 

註
（
11
）
前
掲
書
『
本
朝
画
家
人
名
辞
書
』

（
28
） 

註
（
6
）
前
掲
書
『
東
洋
美
術
大
観
』
に
「
東
京
美
術
學
校
藏
、
撮
要
」

と
し
て
所
引
。
該
当
部
分
は
以
下
の
通
り
。

安
政
六
年
十
二
月
十
二
日　

舊
幕
エ
被
二
召
出
一
、
父
董
川
勤
方
見
習
、

醫
師
並
奥
繪
師
被
二
申
付
一
、
一
ヶ
月
二
十
人
扶
持
、
爲
二
手
當
一
一
ヶ

年
金
三
十
兩
給
與
。（
友
信
翁
曰
、
度
々
御
前
畫
相
勤
）

（
か
し
わ
ざ
き
り
ょ
う　

馬
の
博
物
館
学
芸
員
）




